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第一生命保険株式会社

第一生命は、1902年の日本での創業以来、お客さま本位（お

客さま第一）を経営の基本理念に据え、生命保険の提供を中

心に地域社会への貢献に努めてきました。これからも、お客

さまとお客さまの大切な人々の“一生涯のパートナー”とし

て、グループ各社とともに、それぞれの地域で、人々の安心で

豊かな暮らしと地域社会の発展に貢献していきます。
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インターネット接続用の仮想ブラウザをリプレイス
セキュリティ強化と共に、運用性と利便性の向上を実現

仮想ブラウザ用のサーバー台数が増え、運用・保守に
多大な工数とコストがかかっている

ブラウザアプリとアプライアンスというシンプルな構成
に変更し、運用工数・コストを大幅に削減

インターネット閲覧のレスポンスが悪い、一定時間
でセッションが切断されるなど、利便性に難がある

分離ネットワーク間のファイル移送時に面倒な
ステップが多く、ユーザーに負担を強いている

実績豊富なセキュアブラウザで、低いレスポンスや
セッション切断などの課題を解消し生産性が向上

セキュアブラウザと連携する専用のファイル受け渡し装置
で、手間なく安全なファイル移送が可能に

吉留 栄太氏は、次のように話す。
「金融業界でインターネット環境の分離が叫ばれた
当初、まずは急ぎ物理分離を実施したのですが、物
理的な制約や運用に限界を感じることとなりまし
た。そのため、間もなく仮想ブラウザ型の論理分離へ
と移行しましたが、パフォーマンスがやや不安定で、
ユーザーからは使い勝手が悪いという不満の声が
挙がっていました。ユーザーからすれば、そもそも分
離自体が面倒なこと。ですから、既存の仮想ブラウザ
用サーバーがサポートアウトするタイミングで、ユー
ザビリティにこだわった新たな仕組みに刷新するこ
とを決めました」

　従来環境の課題について、同 IT企画部 IT基盤課 
ラインマネジャー 岡田 恭明氏はこう明かす。
「既存の仮想ブラウザはWindowsサーバー上に構
築しており、全社向けにパフォーマンスを維持する
ためにサーバーが十数台規模になっていて、運用・保
守だけでもかなりの工数とコストが発生していまし
た。加えて、パフォーマンスが筐体のスペックに依存
してしまうため、アクセスが集中するとレスポンスが
遅くなることや、ネットワークやサーバーへの負荷を
考慮して一定時間が経過するとセッションが切断さ
れるといったことがあり、業務スピードの低下や利
用者のストレスに繋がっていました」　

　従来課題の解消を目的として、複数製品を比較検討し
た結果、同社が選定したのが「Soliton SecureBrowser
（以下、SSB）」だった。SSBは、端末内に作り出された
隔離領域で動作する、クライアント端末向けのブラ
ウザアプリケーションだ。端末のローカル領域に影
響を与えない作りになっているため、汎用ブラウザ
と使い分けることで、インターネット専用ブラウザと
して活用できる。専用のゲートウェイアプライアンス
やファイアウォールと組み合わせることで、『イン
ターネットに接続できるのはSSBだけ』という環境
を簡単に実現できるため、大掛かりなシステムを導
入することなく、インターネット環境の分離を行うこ

とが可能だ。
　吉留氏は、製品選定にて重視した内容について3
つのポイントを挙げた。
「1点目は、インターネット分離の仕組みは当社が推
進するSASE（Secure Access Service Edge）の一
要素でもあるため、当社のネットワーク基盤や他の
システムとの連携が柔軟に行えること。2点目は、ベ
ンダーに依存し過ぎず、自社でコントロールしやす
い製品であること。そして3点目は、操作性がシンプ
ルで、社員の利便性を損なわないことです」
　その上で、岡田氏は採用の決め手を次のように話す。
「SSBはブラウザアプリと専用アプライアンスで提供
されるため、これまでのようなWindowsサーバーの
運用・保守が不要です。製品の作りや構成もシンプル
なので、当社環境への導入も今後の運用も容易にな
るだろうと感じました。さらに、PoC（製品の評価検
証）を行ったところ、ブラウザの表示崩れなどが起こ
らず、ユーザビリティを犠牲にしがちな他社製品と
比べて操作性にも優れており、社員の生産性を向上
できると確信したことが決め手となりました」
　また、同社はネットワーク分離環境で「自分から自
分」へのファイル受け渡しをシンプルかつ安全に行
う、「FileZen S」も併せて採用している。
「お客様や各企業とのやり取りで、当社は頻繁に外部
からデータをもらったり送ったりします。ここもセ
キュアを前提にしながら、生産性を下げるわけにはい
かない部分です。SSBと連携するFileZen Sを導入す
ることは、当社にとって自然な選択でした」（吉留氏）

　製品の導入に向けた検証は、2023年4月から約1
か月半行われた。
「当社のネットワーク環境への組み込みはいろいろ
と検討すべき点があり、特に認証基盤との連携まわ
りでクリティカルなポイントがないか、細かく検証し
ました。認証においては統合Windows認証を基本
として、利便性とセキュリティをどう両立させるの
か、また誰がいつどう使ったのか、ログを証跡として
しっかりと記録できるかを、自社のセキュリティポリ
シーと照らし合わせて設計していきました。結果とし
て問題なく組み込むことができ、安心しました」（吉
留氏）
　新たなインターネット閲覧ツールとなるSSBの社
内展開は、自社開発のデバイス管理システムを通じ
て各端末にリモートで展開した。ユーザー側での作
業もなく、スムーズに行えたという。また、利用開始
に際しては旧システムと一定期間の並列運用を行
い、新システムで不具合があった場合には前システ
ムを利用できるよう工夫を施した。

サーバーOSのサポート期限が迫り、
仮想ブラウザシステムのリプレイス
を検討

「保険業の未来を先導する存在になること」を将来像
とし、2024年度から新たな中期経営計画をスタート
させた第一生命グループ。その中核である第一生命保
険株式会社は、保険業務の支えとなるIT基盤を形作る
うえで、DXやクラウド活用、セキュリティ強化などを積
極的に推進している。同社は、この度ネットワーク分離
環境での安全なインターネット閲覧を可能とする仮想
ブラウザとして「Soliton SecureBrowser」を、セキュ
アなファイル受け渡しツールとして「FileＺｅｎ S」を
採用した。いくつかの課題を感じていた既存システム
からのリプレイスを敢行し、従来以上のセキュリティレ
ベルを確保しつつ、運用効率と利便性の向上を目指し
た形だ。
　今回のプロジェクトのきっかけについて、第一生命
保険株式会社 ITビジネスプロセス企画部 フェロー 

【既存インターネット分離システムの更改】
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・社外URLクリックでセキュアブラウザが自動で起動し、安全にインターネットへ

・統合Windows認証連携により、ログインの手間なく利用可能 

画面転送などの重い処理を伴わない安全かつシンプルな仕組みを採用し、運用性・業務快適性が大幅に向上

ポイント
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無害化して
取り込み



CASE STUDY | 導入事例

※インタビューの内容は取材当時（2024 年 8月）のものです。※掲載されている社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

このカタログは 2024 年 9月現在のものです。仕様、デザインは予告なく変更することがあります。 CS-SSBGFZS-dai-ichi-life-2409A

〒 160-0022　東京都新宿区新宿 2-4-3　　TEL 03-5360-3811　

大阪営業所 06-7167-8881 福岡営業所 092-263-0400
名古屋営業所 052-217-9091 東北営業所 022-716-0766
札幌営業所 011-242-6111

株式会社ソリトンシステムズ https://www.soliton.co.jp/

https://www.soliton.co.jp/contact/お問い合わせはこちら
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ラインマネジャー 岡田 恭明氏はこう明かす。
「既存の仮想ブラウザはWindowsサーバー上に構
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やファイアウォールと組み合わせることで、『イン
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を簡単に実現できるため、大掛かりなシステムを導
入することなく、インターネット環境の分離を行うこ
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比べて操作性にも優れており、社員の生産性を向上
できると確信したことが決め手となりました」
　また、同社はネットワーク分離環境で「自分から自
分」へのファイル受け渡しをシンプルかつ安全に行
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「お客様や各企業とのやり取りで、当社は頻繁に外部
からデータをもらったり送ったりします。ここもセ
キュアを前提にしながら、生産性を下げるわけにはい
かない部分です。SSBと連携するFileZen Sを導入す
ることは、当社にとって自然な選択でした」（吉留氏）

　製品の導入に向けた検証は、2023年4月から約1
か月半行われた。
「当社のネットワーク環境への組み込みはいろいろ
と検討すべき点があり、特に認証基盤との連携まわ
りでクリティカルなポイントがないか、細かく検証し
ました。認証においては統合Windows認証を基本
として、利便性とセキュリティをどう両立させるの
か、また誰がいつどう使ったのか、ログを証跡として
しっかりと記録できるかを、自社のセキュリティポリ
シーと照らし合わせて設計していきました。結果とし
て問題なく組み込むことができ、安心しました」（吉
留氏）
　新たなインターネット閲覧ツールとなるSSBの社
内展開は、自社開発のデバイス管理システムを通じ
て各端末にリモートで展開した。ユーザー側での作
業もなく、スムーズに行えたという。また、利用開始
に際しては旧システムと一定期間の並列運用を行
い、新システムで不具合があった場合には前システ
ムを利用できるよう工夫を施した。

　こうして2023年１０月より稼働がスタートした新
システム。SSBは営業や生涯設計デザイナー、内勤を
含む職員5万名以上が、FileZen Sは業務内容で限
定しているものの、それでも１万名以上が日々の業
務に利用している。
　岡田氏はSSBの導入効果について、「違和感なく
使ってくれていることが一番の成果だと感じていま
す。前回の仮想ブラウザ導入時と比べ、今回は社員か
らの問い合わせやクレームがほとんどなかったと
言っていいくらいです。ユーザビリティも高く、前シス
テムでクレームの多かったセッション切断や表示崩
れも起こりません。管理側としても、運用負荷が高
かったサーバーがなくなり、対応工数やコストの削減
ができました」と語る。
　またFileZen Sについて、吉留氏は「以前はネット
ワークをまたぐファイルのアップロード、ダウンロー
ド共に手順が多く、特に承認周りで手間がかかってい
ました。FileZen Sは承認操作が簡単で、社員の業務
効率が上がったと感じます。前システムは操作につい
ての問い合わせも多かったのですが、FileZen Sは
ファイルをドラッグ&ドロップするだけで、マニュアル
を見なくても直感的に扱えます。ファイルの移動を示
す台車のアニメーションも、心理的なストレスの緩和
につながると好評です。移送したファイルはウイルス
チェックしたうえでFileZen S上に保管され、一定期
間で自動削除されるため、管理負荷も大幅に減りま
した」と話す。
　アカウント管理についても、社内人事システムと
日次で連携しており、個別にメンテナンスする必要
はない。「人事異動や組織変更時も安心です。もし新
しい利用者が入社しても、次の日には使えるように
なっています」（吉留氏）

　岡田氏はソリトンの製品について、「機能や設定項
目が豊富なため自社でコントロールしやすく、一方
で構成やUIはシンプルであり導入や利用が容易で
す。稼働についても安定しており、管理者としてあま
り手間がかからない印象が強い」と高く評価する。
　最後に吉留氏は、今後の展開およびソリトンへの
期待を次のように結んだ。
「多くの個人情報を取り扱う金融業界は、さまざまな
セキュリティ脅威への対策が強く求められます。当
社としてもこれからさらに対応を強化していく中で、
選択肢は広く持っていたいと考えています。その意
味で、ベンダーへの依存度が高いクラウドサービス
や、為替などの影響による価格変動リスク、企業買収
の可能性もある海外製ばかりになるのはよろしくあ
りません。ソリトンにはこれからも、当社にとって国
産のユニークな選択肢であり続けて欲しいと思って
います」

第一生命保険株式会社 様

安全性の高いネットワーク分離環境
を確保しつつ、運用効率と利便性の
向上を実現

シンプルな構成とユーザーの操作性
を評価し、Soliton SecureBrowser
およびFileZen Sを採用

今後もさらなるIT基盤の改善を志す
ユニークな選択肢としてのソリトン
に期待

導入前の検証で自社環境との整合性
を確認し、スムーズに社内へ展開

第一生命保険株式会社 
ITビジネスプロセス企画部
ITビジネス企画部ユニット付
フェロー 
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「保険業の未来を先導する存在になること」を将来像
とし、2024年度から新たな中期経営計画をスタート
させた第一生命グループ。その中核である第一生命保
険株式会社は、保険業務の支えとなるIT基盤を形作る
うえで、DXやクラウド活用、セキュリティ強化などを積
極的に推進している。同社は、この度ネットワーク分離
環境での安全なインターネット閲覧を可能とする仮想
ブラウザとして「Soliton SecureBrowser」を、セキュ
アなファイル受け渡しツールとして「FileＺｅｎ S」を
採用した。いくつかの課題を感じていた既存システム
からのリプレイスを敢行し、従来以上のセキュリティレ
ベルを確保しつつ、運用効率と利便性の向上を目指し
た形だ。
　今回のプロジェクトのきっかけについて、第一生命
保険株式会社 ITビジネスプロセス企画部 フェロー 


